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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位６番、議席番号３番、我妻 

昇議員。 

  （３番我妻 昇議員登壇） 

○３番 我妻 昇議員 おはようございます。 

 私は、今定例会一般質問に際しまして大きく

３点について質問をさせていただきますが、昨

日の質問と重複する部分が大分ございますので、

当局におかれましては、できるだけ簡潔にご答

弁いただきますようにお願いを申し上げます。 

 初に、財政がよくなったのならば減税すべ

きではないかという点について質問してまいり

ます。 

 行財政改革、財政再建、公債費負担適正化計

画、定員適正化計画、自立計画、集中改革プラ

ン、さらにその見直しなどなど、まさに長井市

を象徴するような言葉でございます。これまで

長井市は、痛みを伴ったさまざまな改革をせざ

るを得ない厳しい財政状況にありました。現在

では、その努力のかいあって人件費や公債費は

大幅に減少し、実質公債費比率や経常収支比率

の指標も好転しています。さらに県内で初めて

土地開発公社の解散にまでこぎつけることがで

きました。 

 しかし、好転しているといっても依然として

高い数値であり、健全化したとは言えないのが

実情であります。加えて、税収に至っては21年

度決算で２億3,000万円ほどの大幅減少となっ

ており、今年度もまたさらに大きく減少が予想

されます。国からの交付税などが増加している

といっても、依然として厳しい状況に変わりは

ないと思います。 

 このような状況にもかかわらず、市長は「財

政がよくなった」という表現でご自分の実績を

強調しておられますが、本当に財政がよくなっ

たのならば、なぜ思い切った政策を打ち出さな

いのでしょうか。景気刺激策、雇用創出の政策、

少子高齢化対策、子育て支援策、障がい者のた

めの政策など、さまざま挙げられると思います。

せっかく経費削減や国の交付税や臨財債により

余裕が出てきたわけですから、大きな政策を打

ち出すべきではないでしょうか。 

 そこで取り上げたいのが減税であります。

も大きな住民サービスとも言えます。市民税や

固定資産税、国保税など思い切って税率を下げ

てみてはどうでしょうか。中でも固定資産税は

市民の間では高いという意識があるようですし、

法人税は企業振興に直結するもので、将来性が

あります。国保税は特に低所得者層の生活に直

結しています。多くの市民に恩恵がある減税に

ぜひ取り組んでいただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。 


